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1､地質部

一地質図幅の調査をべ一スに基礎研究から広域テクトニクスまで一

､､地質図幅の調査･研究

大震災や,地すべり,岩盤崩落などの災害が起こ

るたびに,私たちは普段意識することも少ない地質

情報の重要さを改めて思い知らされる.地質調査所

では,我が国の地質に関する基本情報を,均一な縮

尺と精度で表現した｢地質図幅｣として社会に提供

してきた.この調査事業は明治15年に地質調査所が

創設される直前からはじめられた.はじめは縮尺20

万分の1地質図で全国をカバｰすることとし,大正6

年からは7.5万分の1で,昭和26年からは5万分の1地

質図幅でカバｰする計画へと変遷してきた(口絵1.

山根･三土､1954).歴代の地質部が中心となって

担当しているこの調査事業についてまずはじめに紹

介したい.

昭和53牛1月14日に伊豆犬島近海地震が発生し

た.そめ直後から,国会,行政機関,自治体その他

から､活断層と地震予知及び原子力発電所立地と断

層に関連して5万分の1地質図幅を早期に作成するよ

う強い要望が出された.これを受け工業技術院で

は,図幅調査をさらに促進することとし,｢特定観

測地域｣および｢観測強化地域｣として指定されて

いた地域の地質図幅について優先的に調査し出版す

る計画をスタｰトさせた(第1図).この内の特定

観測地域の地質図幅作成計画については,地質部を

中心とした｢特定地質図幅の研究｣グルｰプが担当

してきた.本計画は,第1次計画(昭和54-59),第

2次計画(昭和60一平成1),と順調に実施され,現

在は第4次計画(平成6-12)が進行中である.スタ

ｰト時点では該当地域の274.5図幅中の158図幅が未

完であったが,本計画によって平成8年3月末までに

102図幅の調査と出版が完了し,全体の82%がカバ

ｰされた.この計画はさらに今後も継続されること

になっている(久保､1995).

特定観測地域以外の地域の地質図幅調査について

は,地質部を中心とした｢地質図幅の研究｣グルｰ

プや環境地質部を中心とした｢観測強化地域の地質

学的研究｣グルｰブによって､最終的には全国地域
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第1図7.5分の1及び5万分の1地質図幅の出版状況

(平成8年3月末現在).太線わく内は｢特定観

測地域｣,破線わく内は｢観測強化地域｣.

をカバｰすることを目標に実施している.両者を合

わせ,5万分の1地質図幅は毎年およそ10地域のぺ一

スで調査を終了し出版されている.5万分の1地質図

幅は全国で1274区画あるが,現在はその68.1%(867

図幅,7.5万分の1を含む)が出版された(第1図).

地質図幅としては,そのほかに,20万分の1,50

万分の1,100万分の1,200万分の1といった様々

な縮尺の編さん地質図があるが,これらの編さんと

出版も当部を中心とした｢地質編さんの研究｣グル

ｰプによって実施されている.既存の地質情報を

様々なスケｰルの地質図に編さんすることによって,

広域的な地質情報を把握し,地質物理,地球化学

デｰタ,各種鉱物･エネルギｰ資源や火山･活断層

の分布などの応用地質学的デｰタの分布の地質学的
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な意味を解釈する基本図を作成することを目的とし

ている.50万分の1地質図幅はすでに全国をカバｰ

し,20万分の1地質図幅は全国123図幅の内82図幅

を出版(66.7%)した.1992年には100万分の1日本

地質図(第3版)を14年ぶりに改訂し出版した.

1995年3月には同100万分の1地質図のCD-ROM版

を出版した.今後は,このようなデジタル化された

地質図幅情報の提供が大きなテｰマになると考えら

れ,地質情報センタｰをはじめ,関連する部門と協

力して,その試みを行っている(口絵2.参照)

2.基礎研究の推進

地質図幅はフィｰルドでのマッピングをべ一スと

しながらも,常にその時点での地質に関する最新の

知見と技術を駆使してデｰタの分析と解釈を行い,

総合化をへて完成される.このために調査技術や解

析技術のレベル向上を図る基礎研究は不可欠で,地

質部では若手研究者の育成も含めた経常研究のテｰ

マとしてこれを推進している.最近では｢後期新生

代堆積環境の研究｣,｢島弧におけるテクトニクメの

研究｣,｢島弧における火成岩類の研究｣などに重点

を絞った課題が取り上げられている.

系統的で長期にわたる野外調査で得た膨大なフィ

ｰルドのデｰタをべ一スに,その研究成果を総合化

した研究を進めている.日本列島のテクトニクスや

その成立過程に関する研究(鹿野,1994),珪藻や

放散虫などの微化石を用いた詳細な標準層序の研究

(柳沢,1993;栗本,1994)がそれである(写真

1).また,特定の地質現象を対象に,図幅調査で

はカバｰできなかったテｰマをさらに深化させた

｢ネオプルトンの冷却史の精密解析｣や｢丹波山地

の中･古生代付加体に関する総合研究｣などの研究

が所内の重点基礎研究テｰマとして取り上げられ実

施されている.これらの研究はいずれも図幅調査で

得られた膨大な野外の調査デｰタをべ一スにしてお

り,地質調査所ならではの特徴ある理論や手法ρ構

築を試みている.

3.地質部の構成と研究の実施

地質部は広域地質課,層序構造課,岩石地質課

の3課で構成されているが,これらはそれぞれの内

写真1珪藻化石の例.中期中新世(14Ma前後)の

Ac七nocyclusingensfnodus(直径約40μ,柳

沢幸夫撮影)

客の専門研究者の集団であってその専門から各プロ

ジェクトに参画している.地質調査所ではプロジェ

クト研究を中核となる部の研究者に他部の研究者が

加わった研究グルｰプで実施している.また大学や

他の研究所等からの併任研究者の協力もお願いして

いる.たとえば平成8年度｢特定地質図幅の研究｣

グルｰブでは,20図幅地域の調査･研究を地質部の

全員と11名の他部,15名の大学からの研究者の協力

で実施する.

このように,地質部では,全員が地質図幅作成に

関する調査･研究に従事している.図幅作成計画の

スケジュｰルに比べ研究スタッフが少ないため,基

礎研究への深化や総合研究へ展開する時間的余裕が

十分でないのが悩みだが,野外調査で得られた豊富

なデｰタを活用でき,それをべ一スに独自な研究手

法の開発や総合的研究テｰマを展開できる点が魅力

となり日夜努力を続けている.

<文責:小玉喜三郎>
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